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付録説明：東京ヒートマップについて  

 

本研究資料の付録として CD-ROM「東京ヒート

マップ」を添付している。「東京ヒートマップ」

とは、CFD による東京 23 区全域の熱環境解析結

果（解析日時：2005 年 7 月 31 日 14 時）をカラ

ー地図として表現したものである。  

CD-ROM「東京ヒートマップ」の収録内容は以

下の通りである。これらは PDF ファイルに作成

されており、パソコンで閲覧することができる。 

 

１）表紙（図Ａ．１）  

２）裏表紙（図Ａ．２）  

３）気温（図Ａ．３）  

４）風速（図Ａ．４）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ａ．１  表紙               図Ａ．２  裏表紙  
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図Ａ．３  気温              図Ａ．４  風速  
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